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（注）内部規則等の写しを添付すること。

２　苦情・相談発生時の体制等

（１）苦情・相談担当部門

（２）苦情・相談対応責任者

３　研修の実施状況

ｄ．その他

 年 月 日

殿

賃借人からの承諾を得ているなど正当な理由がある場合を除き、契約者等の
勤務先その他の居宅以外の場所に電話をかけ、電報を送信し、若しくはＦＡ
Ｘを送信し、又は訪問することを禁止している。

（第二面）

（６）求償権の適切な行使方法に関する事項 内部規則等の該当条文（注）

賃借人からの承諾を得ているなど正当な理由がある場合を除き、深夜又は早
朝等、社会通念に照らして不適当な時間帯に訪問・電話等を禁止している。

緊急性が高いなど正当な理由がある場合を除き、無断で物件に立ち入ること
を禁止している。

裁判所における手続きによる場合など正当な理由がある場合を除き、賃貸借
契約上の解除権を代理行使することを禁止している。

貼り紙、文書掲示等により、契約者に賃料債務又は求償債務の滞納が生じて
いる事実を契約者以外の第三者に明らかにすることを禁止している。

賃借人から退去すべき旨の意思を示されたにもかかわらず、当該場所から退
去しないことを禁止している。

物件への入居を完全に排除する物理的な措置を講じることを禁止している。

物件の明渡完了前に動産の搬出・処分を行うことを禁止している。

契約者等に対し、（６）アイオカのいずれかに掲げる言動をすることを告げ
ることを禁止している。

契約者等の動産を適法に移動・保管できる場合であっても、その保管状況等
について一切の責任を負わない旨を約定することを禁止している。

担当部門名

電話番号

役職名

法令等を遵守するための研修の実施方法及び実施（予定）時期

ｃ．通信教育

（実施（予定）時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（実施（予定）時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

商 号 又 は 名 称

実施方法
（複数回答可）

ａ．自社内研修を実施

（実施（予定）時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｂ．外部研修に参加

（実施（予定）時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

法 定 代 理 人
商 号 又 は 名 称
氏 名

　　　地方整備局長
　　北海道開発局長

　　沖縄総合事務局長

氏 名


